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第 1 章では， 10個のアミノホスフィンを合成し，そのロジウム錯体を用いてアミノ酸の不斉合成を
行い， (lR , 2R) 一及び (lS ， 2S)-1 ， 2- ピス{ (ジフェニルホスフィノ)アミノ}シクロヘキサンと
















第 5 章では，ロジウム錯体の結晶構造を X線回折で決定し キレート七員環が舟型配置をとってい
ることを明らかにし，その原因について考察している。また，溶液中の錯体の IR ， 31P-NMR，ラマ






(1) 合成したキラルなアミノホスフインのうち (lR ， 2R)-及び (15 ， 25) ー 1 ， 2 ーピス 1 (ジフェニル







(4) 不斉水素化反応を N-α ーアセチルアミノシンナモイルアミノ酸に適用し，ジペプチドの不斉合成
を試み，不斉収率にはロジウム錯体のみならず基質中のアミノ酸部分の絶対構造が大きく影響する
ことを見いだした。
(5) ロジウム錯体の分子構造を X線結晶解析によって求め，キレート七員環が舟型配置をとっている
ことを明かにするとともに，分光学的研究から分子は溶液中では舟型ではなく C2 対称になってい
ると推定している。
以上の結果はオレフィン，ケトン，オキシムなどの不斉水素化，ペプチドの不斉合成への新しい道
を拓いたもので合成化学的に意義深く，工業的応用にも期待するところが大きい。よって本論文は博
士論文として価値あるものと認める。
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